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今回お届けするスケッチは，南仏プロバンス地

方の古都エクサンプロバンス（Aix-en-Provence）

の広場で見つけた早春の花市の風景です．この町

にはセザンヌのアトリエがあり，有名なサンビク

トワール山の風景はここで描かれたということで

す．さて，めったに大地震の起きないフランスで

すが，この町は，1909年に町の北20kmにあるラ

ンベスクを震源とするM6.0の地震に見舞われ，建

物の崩壊などで46名の犠牲者があったそうです．

「天災は忘れたころにやってくる」といわれます

が，昨年は風水害，地震，津波と，忘れないうち

に次々にやってきて大きな被害をもたらしました．

この「天災は」という格言は，雪や氷の研究で

有名な中谷宇吉郎が，寺田寅彦の言として紹介し

たことにより広まったといいます．しかし，寺田

の著作にそのような記述はなく，日頃から寺田の

考えを聞いていた中谷の創作だということのよう

です．

寺田は関東大震災翌年の1924年の著述＊の中で

地震の予報にふれ，「もし星学者が日蝕を予報す

ると同じような決定的な意味でいうなら，私は不

可能と答えたい．しかし，たとえば医師が重病患

者の死期を予報するような意味においてならば将

来可能であろうと思う．…要は，予報の問題とは

独立に，地震の災害を予防する事にある．最大限

の地震に対して安全なるべき施設をさえしておけ

ば地震というものはあっても恐ろしいものではな

くなるはずである．」と論じています．

それから80年，現代の科学技術は当時とは比

べものにならないくらい飛躍的な進歩をとげまし

た．GPSやレーザを用いて微小な地殻変動を計測

する高度の観測技術が発達し，プレートテクトニ

クス理論にもとづくコンピュータ・シミュレーシ

ョンも進展したので，現代人は，寺田の言う「重

病患者の死期」くらいのレベルで予知できるよう

になったのでは…と考えがちです．しかし，神戸

や新潟で起きた地震は，確率的にも予言できませ

んでした．多くの地球物理学者は今も地震の短期

的な予知は不可能と考えています．日経新聞は，

2004年11月17日の社説で，地震予知を防災計画

の柱に据えてきた政策を転換して，減災を柱にす

べきと提言しました．80年も前に寺田が述べた言

葉が再評価されているのです．

減災という視点で見ると，神戸の教訓が新潟に

生かされたと思うことがあります．それは，火災

の少なさです．ガス管がフレキシブルな塩化ビニ

ールに置き換えられほとんど破損しなかったこ

と，各戸のマイコンメータの作動でガスが自動遮

断されたことが寄与したのです．また，鉄道高架

橋の補強がされていたため橋脚の崩壊はなく，脱

線事故は起きましたが，被害が最小限にとどまり

ました．耐震構造の整備，通信手段の複数化，リ

スクの分散など，今回の地震は多くの課題を残し

ました．現代の科学技術の粋をあつめて，起こり

うる災害に有効な備えをしておくことこそが重要

です．「天災は忘れずにやってくる」のですから．南仏エクサンプロバンスの早春の花市風景　佐藤 画
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